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ThispaperdiscussesthefollowlngthreepolntSinrelationtomethodologyof  

Japaneselanguageeducationbasedonecologicaldevelopmentoflanguageacquistionand  

COgnitivescience：1．1anguageeducationbasedonecologicaldevelopmentoftheabovetwo  

areas；2．methodologicalcharacteristicsofJapaneselanguageeducationbasedonecological  

developmentoftheabovetwoareas；3．methodologleSOfreadingandlisteninginstruction  

OfJapaneselanguageeducationofthecharacteristicsabove．  

Ⅰ．はじめに  

1．自然、人間両生態学における総合生態学への展開   

自然生態学に呼応して人間生態学諸学一精神生態学，言語生態学，情報生態学，生態学的哲学，  

生命系経済学，生命の政治学，生態学的認知科学等－が形成，展開，体系化されてきている（岡  

崎，2005c，200乃）。また，1990年代以降，「環境危機は開発途上国における貧困，生存基礎条件の危  

機，紛争など人間生活の危機と綜合的に解決されなければ実現しない」とするエコロジーのパラダ  

イムシフト（「環境問題のみ対応」から「環境・人間両問題対応」へ）に触発され，自然，人間両  

生態学の諸学それぞれにおいて総合生態学に向かう展開が進行している。それは一方で，生態学諸  

学の展開そのものにおいて他の生態学の視点を導入するのと共に，他方で，生態学以外の個別諸科  

学の成果を生態学的に展開するという2つの様式によって行なわれている。また，両様式を総合化  

する形で，人間生態学一生態学的哲学，精神生態学，言語生態学，情報生態学－が，生態系生態学  

を基礎に，宇宙生命圏生態学，情報理論，宇宙科学諸学，散逸構造論の知見を生態学的に展開する  

宇宙生態系生態学としての展開が進められている。   
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2．言語を対象とした領域における生態学的展開   

人間生態学のうち，言語を対象とした領域でも，言語生態学において，言語 政策を，言語の生態  

の保全育成のための政治，経済，社会，教育等の諸政策の生態学的連環（エコロジカル・リンク）  

をベースとして行なうための学的基盤として，関連諸学の生態学的展開がなされてきている  

（M助1hausler，2000；Hornberger，2002；剛寿，2005d，2006a，2006b）。言語教育においても，逆上り登  

れも言語生態学を基礎として，先住民における伝統的医療に用いられてきた植物，動物の保護育成  

と，それらに関わるコミュニティーでの語彙保存教育（Hornberger同上），生態学的心理学におけ  

るアフォーダンスの知見に基づく言語教育（Kramsch，2002），教室におけるパワーリレーションに  

関わる政治学，社会学的分析知見に基づく多言語教育（Creese＆Martin，2003），言語習得論と言  

語保持理論研究の知見に基づく外国人年少者日本語教育（岡崎，2002a，2004a，2004b，2004c，2005a，  

2005b，2006c）が進められてきている。   

本論は，以上のような展開を踏まえ，言語習得，認知科学両研究成果の生態学的展開に基づく日  

本語教育の方法論について，次の3点について論ずる：  

1 言語習得・認知科学両研究成果の生態学的展開に基づく言語教育  

2 言語習得・認知科学両研究成果の生態学的展開に基づく日本語教育の方法論的特徴  

3 上記日本語教育の読解・聴解指導方法論  

Ⅱ．言語習得・認知科学両研究成果の生態学的展開に基づく言語教育  

1．言語習得・認知科学両研究成果の生態学的展開に基づく言語教育の行なわれる教室   

言語教育を諸学成果の生態学的展開に基づいて行なう教育では，母語およびその下で諸能力によ  

って形成されている言語生態と，新たに第二言語の下で形成される言語生態の両者の形作る言語生  

態系の良好な育成を目指す。具体的には，言語教室を次のような性格を持った生態学的言語教室と  

してとらえる。   

第一に，言語教室は言語面の人間開発の一環をなす場であり，言語論者の言語生態環境の生態学  

的支援システムの一環をなす場として位置づけられる。   

第二に，言語教育のカリキュラム，シラバス，教授法，教室活動は，できるだけ，第一言語話者  

として携わってきた人間活動すべてで培われてきた言語能力，認知的，社会的，文化的能力の発揮  

できる形で行なわれるよう図られる。   

第三に，これらによって，言語の認知，社会，情意，文化的諸機能が十二分に発揮されている言  

語生態が，第二言語を含めた言語生態でも形作られ，その話者の生活のあり方の良さ（「言語話者  

の福祉状況」）が新たに形成されることを図る。  

2．言語習得研究の成果の生態学的展開  

言語習得理論は「理解可能なインプット」を習得促進の枢要な要因であるとする。生態学的言語   
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教室の下では，言語習得研究のこの成果を，第二言語能力の育成の過程で学習者の底五里言語能力  

つまり，母語韓力を最大限活用することを媒介として，実践に適用する。例えば，中国人日本語学  

習者は，母語である中国語習得の過程で漢字の読み能力を保有している。従って，中国人日本語学  

習者が第二言語としての日本語を学習する場合，学習対象である既有の漢字能力を活用して日本語  

文章の意味を理解することができる。従って，非漢字圏日本語学習者に比べれば，はるかに大量に  

かつ迅速に日本語文章の内容を理解することができる 。つまり，既有能力である漢字能力を活用す  

ることによって，且杢盃の理解可能なイイブットの大量・高速獲得が可能である。   

同様に言語習得理論の成果「理解可能なアウトプット」「カリキュラム内外のインプット総量」  

「インターアクションによる意味の交渉」「時間的効果」が責語生襲環囁を形作るデザインのネッ斗  

ユ＝ヱでの経験を通して，既有諸能力の生態学的発展の中に，整合性を以て織り込まれていく。   

特に，読み・聴きの連結の中で「理解可能なインプット」の確保の環境が形作られ，十二分なイ  
わ  

ンプット量の供給を基礎に話・番きとの連結の中で「理解可能なアウトプット」の経験の環境が具  

わる。   

また，漢字能力の使用をテコに教室内のカリキュラムや，教室盤でどんどん「三国志」などを日  

本語で読み，他の学習者と話し合い，日本人の中国語・日本語交換学習のパートナーや学習支援者  

との旦メールによる報告やコメントのやりとりを通して，イ圧倒的な有利さlのレベルの「インプ  

ット総量lの増加と「インターアクションによる意味の交渉」「時間的効果」が実現される。  

3．認知科学研究の成果の生態学的展開   

他方，認知科学研究は，文章読解・談話の聴解においてスキーマや先行組織体（advance  

organizer）が情報の迅速処乱御化を促すとする。スキーマ（Rumelhart，  

Andersonなど）とは，読解・聴解において活性化・発動される知識の体系的枠組みである。例え  

ば，ある建物について書かれた同一の文章を，「不動産屋になったつもりで読んでください」と言  

われて読んだ第二言語学習者の再生記憶の内容と，「どろばうになったつもりで読んでください」  

と言われて読んだ第二言語学習者のそれとは大きな遠いが見られたという。前者は，生活経験から  

得られた知識によって形作られている「不動産屋のスキーマ」，後者は「どろばうのスキーマ」を  

それぞれ発動させて読んでいるとされる。スキーマの種類には，この例の様な文章の内容に関する  

内容スキーマと，文章，つまりテキストが「冒頭に結論，その後その説明」型のような展開が典型  

的か，「説明一括論」型かなど，文化・言語固有のテキストスキーマの両種類があり，読み手はス  

キーマの予期に沿って理解する。先行組織体とは，読解・聴解において，タイトル，内容に関する  

イラスト，要約などが与えられると，それらを利用したテキスト理解が可能となる。このように，  

テキスト中の多様な情報を組織化して整合的な認知を導くものを先行組織体と呼ぶ。これらの点で  

スキーマ・先行組織体は，読解・聴解で，情報の迅速処理・整合的認知の高能率化をもたらす。   

生態学的言語教室の下では，認知科学研究で得られたこれらの知見を，第二言語能力の読解・聴  

解能力の育成の過程で，学習者の監査の母語による錮 の下  

で培われたスキーマなどり 知能力を最大限活用することによって，実践に適用する○例えば，中   
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国人成人日本語学習者の場合には，中国文化固有のテキストー中国の故事あるいは「三国志」「水  

瀞伝」「西遊記」などの日本語版テキスト岬や，母語を媒介とした学校教育で獲得された生息頭世  

科学・社会科学に関する内容スキーマの発動の対象となる文章の日本語版テキ  

スト，中国人年少者の場合には，子供の生活経験上のスキーマの発動の対象となる，子供の日常生  

活を舞台にした物語の「エンジョイ型絵物語リーディング」を用いるなどがある。   

中国人日本語学習者が日本文化固有のトピック，例えば日本の昔話を読む場合には，母語の読解  

経験で培われた内容・テキスト両種のスキーマは十分には発動されず，日本固有の風物のイラスト  

は先行組織体として機能しにくい。これに対して，例えばイ矛盾」間中国の故事  

の日本語版の文章を読む場合には，（漢字部分の理解は勿論速く理解可能なインプットの大量・高  

速獲得が可能で，その上）内容・テキストのスキーマは共に十二分に活用される。またタイトル，  

イラストもこのようなトピックを取り上げることで，共に先行組織体として十二分に機能し，情報  

の迅速処理，整合的な認知が高能率化される。  

4，上記展開に基づく官話能力形成論  

一既有諸能力を出発点に形成される新しい能力がネットワーク化されて発動されることによる  

相乗的効果岬   

前述のように，（漢字能力，スキーマ，先行組織体などの発動，利用のための）テキスト選択，  

イラスト・タイトル活用などを典型例として，調魔力がネットワ∵卿デ  

ぜA之が設けられる時，これら既有の諸能力は合わせて相乗的に斬を  

加速する。その結果，以下が期待される。  

（1）効率的に育成された読解能力が新たな既有能力として活用され，マッチングのデザインを通   

して聴解能力と連結，ネットワーク化される。そ・のネットワーク化をさらに既有能カ ベースと   

土工再粛・作文能力とのネットワーク化が進む。  

（2）漢字・文化・経験のスキーマを利用して，未知語の意味推測が広範にできることで辞書を引   

∴く頻度が減り，読みの申で豊富な文例に大豊に接することで文法審の理解が早まり，その分の   

習時闇が削減され，大量・高速の読解を．限られたカリキュラム．期間に確保することが可   

能となる。特に留学希望や専門書読解を要す る学習者の学習期間を短縮できる。また，教室外   

での個人別読解 カリキュラム併殴が容易となり，少数の教師数で多数学習者の読解カリキュラ   

ムの運営が可能となる。  

Ⅲ．上記展開に基づく日本語教育の方法論的特徴   

上記展開に基づく日本語教育においては，以下のような形で既有の言語能力，既有の認知能力を，  

カリキュラム，教授法，テキスト選択上活用することを方法論的特徴とする。  

1．既有言語能力の最大限活用   
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例えば漢字圏学習者の場合，漢字能力の活用の形としてカリキュラム上の活用と教授法上の活用  

がある。  

（1）カリキュラム上の活用方法   

第一に，漢字交じり日本語文を読解する諸活動を先行させる。既有能力としての漢字能力を活用  

わ する場合以外においては，通常，日本語文の話の活動を初級の当初に取り入れて始めるのが通常で  
ある。しかし，漢字を意味の上で理解することを既有能力として持っている中国人学習者の場合に  

わ は，話の活動から始めてしまっては，日本語学習を，既有能力を使わない「ゼロからの出発」にし  
てしまうことになる。既有の漠字能力を利用すれば，漢字を利用しない場合よりも速いスピードで  

日本語の文構造を習得していくことができる。漢字交じり文の中の漢字部分を文の意味理解に利用  

して，後はひらがな部分である助詞や動詞の活用語尾が構文上どんな機能を持っているかを考えれ  

ば良いことになる（岡崎，2007a）。このようにすることで，日本語文から理解可能なインプットを  

漢字を利用しない場合よりも圧倒的に効率的に獲得することができ，また統語上の規則を習得する  

スピードも速くなる。   

その上で読みに続いて，漢字を中国語読みに代えて日本語読みすることを導入することを切り口  

わ として，聴き方の活動を併行して進める。そのような読先行聴併行を一定期間進めた後，話の活動，  
さらには書きの活動をカリキュラムに組み込んでいく。   

第二に，このような漠字能力上の圧倒的な有利さを背景に，多読・多聴をカリキュラムの早い段  

階で導入する。これによって統語上のルールの習得および理解可能なインプットの多量の獲得を早  

い投階で達成することができる点を活用する。   

第三に，このようなカリキュラムの早い段階での有利な展開を基礎として，カリキュラムの中期  

においては非漢字圏の学習者には行なうことができない大量読み・大量聴きのカリキュラムデザイ  

ンを施す。  

わ  第四に，カリキュラム中期においては，静の活動単独でする代わりにある文章テキストの内容を  
わ  

読んで理解可能になった後その内容について静の活動を行なうという展開を形成する。文書テキス  

わわ トを読んで理解してあることによって，静の活動で用いることのできる語嚢や構文は新たに静だけ  
わ  

を出発点として学ぶよりも数倍も速いスピードで学習者が操ることができる。さらに，この形で話  

が進められることを三三として，読みで取り上げた文書テキストを読んで理解した後で，ペア活動  

で他の学習者に向かってそのテキストの理解内容を話す活動，再話の活動を積極的に活用する。こ  

れは口頭能力を短い文の発話のレベルを超えてテキストレベルでまとまった内容を展開するだけの  

レベルに高めるのに通常時間とデザイン上の様々な技術的な工夫を要するのに対して，それらを用  

いることなく進めていける極めて有利な活動が展開できる。   

第五に，このような中期の活動を蓄積してあることを基礎に，大量読み・大量聴きを高度なテキ  

スト内容のものをもとに行ないさらにそれの再話を続けた後，書きの活動すなわち作文活動を導入  

する。通常，まとまった内容の作文を行なうことができる能力の養成は，通常の日本語教育プログ  

ラムでは大変困難なこととされ，プログラムの終了後実際に留学して専門的な書籍を読むことを蓄   
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模した上で書く能力を少しずつ磨いていくという態勢を取る。これをプログラム期間の中でかなり  

の程度達成することができる。  

（2）教授法上の活用方法   

第一に，漢字交じり文の文章を読むためのタスク活動を先行させる。一それによって内容を理解し  

たテキストを聴く活動を少し遅れて併行させ，そのような読み・聴きを行なった文書テキストの内  

わ 容に関しての話の活動や再話の活動をタスク晒動として行なう。   
漢字を活用しないカリキュラムの下での教授法では，このような展開は行なうことができない。   

第二に，語嚢能力の飛躍的な形成のために，漢字語・漢字文のカードと，ひらがな語・ひらがな  

文カードのマッチングの活動を多用して各時間に織り込んでいく。これは漢字語カードや漢字文カ  

ードが初出であっても漢字によって意味を理解することができることによって，非漢字圏の学習者  

では行なうことのできない語嚢能力の飛躍的な伸長を可能にする。   

第三に，漢字入り文革を読むプリタスク活動を行ない，その内容を理解したことをベースとして，  

類似内容の聴きのタスクを教室活動に用いる。聴きタスクをあらかじめ内容のわかった理解したも  

のについて別の表現などの混じった類似テキストで理解することは，聴き取りの文章中の未知語な  

どの推測もでき，また内容のトップダウン的な把握ができるため，聴き取り自体が効率的に進める  

ことができる。   

第捌こ，漢字交じり文の用いられた「情報ギャップ」・同一内容の書き換え文の理解・同一内容  

を書き換えたベースの上に一定の追加情報が加えられたテキストの読みタスクを多用した教室活動  

を行なう。これも漢字が入っていることで非漢字圏の学習者では把握することができない情報ギャ  

ップを利用したテキストの読みに基づく活動などが大量に活用できることを利用する。  

2．既有認知能力の最大限の活用  

（1）母文化トピック・母文化テキスト採用による   

内容スキーマ・テキストスキーマが利用できる「母文化トピック・母文化テキスト」を多用する。  

例えば，「矛盾」「臥薪嘗胆」など中国故事の和訳テキストを利用する。中国人学習者がその内容を  

知っていると思われる故事を読みの教材として用いる場合・，内容について大体の知識の枠組みであ  

る内容スキーマが存在していて活用できると同時に，テキストの展開や落ちの形で与えられている  

テキストスキーマも活用することができる。   

これに加えて挿絵や写真を添えた文書テキストの場合には，認知能力である先行組織体（アドバ  

ンス・オーガナイザー）を活用して内容理解を促進することができる。  

（2）汀，自然科学，社会科学などのトピック・テキストの採用   

母国における教育で得た既有知識に基づくスキーマおよび先行組織体を最大限活用するため，学  

習者が既知の内容の日本語文章を選ぶことを活用する。中国語による短い要約文やイラストを付け，  

さらにプリタスクを与えることでより能動的にスキーマや先行組織体の発動を促すことができる。   
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特にIT，自然科学，社会科学のビデオなどを併用して読みと聴き取りを併行した活動を媒介とする  

ことでこのテキストの採用の方略はさらに効率的に行なわれる。  

Ⅳ．生態学的教室における読解・聴解指導方法論   

以上のような既有諸能力を活用したカリキュラム上，教授法上，テキスト選択上の枠組みをさら  

に具体化するものとして，次のような読解・聴解の基本形態がある。  

1．予測能力の連結発動に連なる環境を作り出すプレクエスチョンの活動   

例えば母文化テキストとして「三国志」を取り上げた場合，「（諸葛孔明のライバル）周玲はこの  

話の中で孔明との謀略戦に勝ったか，負けたか」などのプレクエスチョン（＝読む前に設定する質  

問）のデザインによって，内容の展開の予測能力を［漢字一統語的推測一意味静的推測榊スキーマ  

ー先行組織体］合計5つ続きの能力と連結して発動するデザインを設ける。   

中国人学習者が例えば「三国志」についてスキーマを持ちはしていても，全巻の膨大な量の内容，  

エピソードすべてについて詳細を知っているわけではない。改めて日本語で読むに当たっては，大  

きな流れの記憶をベースに書かれた日本語から情報を得ていく点では，読みに焦点を与えるような  

課題としてこのようなプレクエスチョンは予測能力を発動する環境を形作るものとなる。すべて読  

む前に内容を精赦に知っているため予測などそもそも必要としないというようなエピソードはむし  

ろ稀と考えられる。   

これらと，他の多様なデザインのネットワークの中で，「偶発的連結の経験」は，偶発的・単独  

的なものから，相互につなぎ合わされ，生態学的発展を形作るものになっていく。  

2．読解能力と聴解能力の連結の相（フェーズ）への展開   

この展開を次の相（フェーズ）に進めるものとして，初級早期を主導する読解に続けて，日本語  

文「諸葛孔明は馬に乗る」の漢字部分を「日本語ではどういう音読がされるか」（例：「馬」は  

［uma】）の経験を主眼とした「読解能力と聴解能力の連結経験の環境を形作るデザイン」がある。   

この環境のベースは，上のテキストジャンルの選択，静止画の導入，プレクエスチョン設定と同  

時に，導入した静止画に相応する範囲の一連の漢字交じりの日本語文を，目で追って読む作業の盈  

を追って聴くことで形作られる。つまり一連の新しい日本語文を導入，読む毎にすぐ，録音テー  

プ・教師の音読を繰り返し聴いていくことでベー ス作りは始まる。このようにしてカリキュラム上  

は読解と聴解は併行して始まる。   

学習者の反応に合わせて，個々の文が聴いて大筋区別できるようになった時点でベース作りから  

能動的活動に移る。上記「諸葛孔明……」の文なら，この文を書いた漢字交じり文のカードを他の  

内容の文カード数枚と共に机上に広げ，教師がこれらの文の一つ一つを音読し，学習者が対応する  

文カードを拾う（いわゆる「カルタ取り」）。この蓄積の中で音連続［shokatsukoumeiwa．．．］など  

が何を意味するかという「聴くモードでのインプット」の理解が可能な環境が形作られていく。こ   
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のように読解モードと聴くモード両方で「理解可能なインプット」（後述）の獲得が可能になる1－。  

わ 3．習得の枢要部分の確保・諸能力のネットワークによる受容態勢の下で話の導入  
わ   

漢字能力使用の「圧倒的な有利さ」によって，このように，話の導入の前に習得の枢要部分が確  

わ 僅されていくことになる。また，中国人学習者にとっては，全くの新経験である日本語の話の活動  
わ は，十二分に充実した諸能力のネットワークを有した受容態勢の下で導入されることになる。鼠色  

馳は，静止画の下に与えられる上記のような文セットを「聴いて理解する」が定着してきたとこ  

ろで，エピソードに対応する一連の絵を見ながら自分で発話して，「まとまったエピソードを話す」  

再話を出発点として形作られる。  

わ 4．読解・聴解能力と話の能力の連結  
わ   

読解・聴解能力をベースとした話の過程は，読んだテキスト，聴いたテキストそのままをベース  

に，  

（丑 大量の語彙が獲得されている。日本語試みのできる漢字語と，斬る，美しいなど漢字＋ひ   

らがな語の形のものが読んで理解できるようになって蓄積されている。第一言語である中国   

語で持っていた膨大な魔の語衆，単語群が，今，日本語の語染として耳で聴いてわかるよう  

わ  になっている。つまり話の活動の半分・を占める聴解のための大量の語褒として使えるように   

なっている。  

② 多数の文型が多くの文脈の中で経験され，蓄積されている。  

この結果，次のようなことのできる条件が用意されていることになる。  

① 多くの語が，辞番を引くことなしに読んだり聴いたりして理解できる。  

彊）文型・文法の学習に当たって，既に読んだり聴いて知っている文法事項が多く，文法番に   

取り上げられている例文も，単語を多く知っている分，理解が早い。  

⑨ 未知の語に出会った場合，知っている語彙が多いだけ，未知語の周囲の語の意味がわかる   

ため，推測ができる確率が高くなり，辞書を引く頻度が下がる。  

④ 未知の構文のルールについて仮説を立て，またその検証をする場合，上のようにして蓄積   

された大量の語嚢・文章がデータとして機能する。  

⑤ アウトプットを作り出す際，気づきや仮説を検証するのにも，これらの語彙・文型がデー   

タとLて棟能する。  

1）学習者自身による普読は，聴解が十分蓄積できた時点で始まる。自己流の発音の定着をできれば避けるため   

であるし、   
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わ 5．簸み・聴皇と話の連結を重層的に経験する環境の形成   
このような語桑・文型の大量のdataを基礎として，  

わ  塵遜の諸活動を加えると，次のような過程を通して「読み－聴き一語 

る環境が形作られる。そこでは「理解可能なインプット2リの確保を基礎とする「理解可能なアウ  

トプット3）」の確保の環境が重層的に，密に形作られる。  

① 理解可能なインプットの集中的畢積と質的高度化   

a）既習の文・文章力ードを生起脳に並べる。   

b）既習の絵を生起順に並べ，その下に文・文章カードをマッチング。   

c）内容についての正誤を判定する問題を，既習の文・文章そのまま，一部語句変更で内容  

上は誤りとなる文・文章について実施する。読み・聴きの服で。   

d）学習者のレベルに合わせて理解可能にした既習と同じ内容の文・文章のリストの中に，  

一部語句を修正した文・文章項目を含めたものを学習者が読んで正誤を判定する。同時  

に，聴いて正誤判定。   

e）教師の音読する既習の文・文章を塵」已ヱ，理解できなかった部分を自由に盈鼠。既習の  

文・文章そのまま聴いて，次に一部語句変更したものを聴いて。   

f）既習エピソード中の頻出重要語旬の入った文・文章のリストの正誤判定を同様に読み・  

聴き両方で行なうことにより，当該帝旬をできるだけ多くの文脈で．イ㌢プットとして  

丑盤する。  

② 理解可能なイ瑚酎引離引こ．理解可能なアウトプット形成の機会を組み込む。   

a）既習，末習の文・文章の内容についての空所補充。読み．聴きの順で。温良は教師によ  

り音読されるものを聴きながらイここは空所1のシグナルである音読の間に沈黙時間を  

入れ，その空所部分を尊いて補充。文・文章の読み一書き部分は理解可能なインプット  

獲得過塵，空所碑充部分は理解可能なアウトプットの形成の機会となる。アウトプット  

わ   は畳皇で。壷によるアウトプットはこの次の段階に回す。1文中に1語，2文中に1語  
などのように拡大する。   

b）空所補充の拡大：補充サイズを1語から，文末に限って語句サイズ補充へ拡大。ヱヱ上  

プットサイズを拡大する機会となる。  

2）読みまたは聴いて意味が理解できている状態にある言葉  

3）相手が意味を理解でき，文法的にも正確になるよう学習者によって修正された発話。   
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2）重要部分を繰り返す，3）言い換える，4）重要部分のスピードを落とす，5）重  

安部分について教師が自問自答する，ことを織り込みながら，絵を全員で見ながら⊥虫  

垂抑の で経験する場の提供。  

b）学習者が未だ読んでいない内容を，aの続きの文章についてナラティブで同じように。  

aと比べ，絵と音による理解という点で新しい経験に移行する。  

c）何枚かの既習の絵の説明をナラティブで，どの絵かは見せずに，教師がする。学習者は  

机上に広げられた数枚の絵から対応する絵を拾う。  

d）同様に文・文章カードから拾う。速読してインプットを高速・効率的に理解イヒする。  
わ  

e）a～dの量を増加して仁話のモデサの集中的経験の蓄積。  

f）「ナラティプ付随の自問自答のQ＆Al：上記aのナラティプの内容に即して，教師が  

質問を学習者に投げかける。ただし答えは（自分で尋ねた質問に）教師が自答する。  

g）質問文各タイプを使って自問自答する：1）Yes／No質問，2）5WIH質問，3）5WIH  

に対する1語文の自答，4）語句のサイズによる自答，5）完全文による自答。  

わわ  
わ   

このような［読み－聴き一話］の連結を何重にも経験する環境を経た後，次に同じ三つの能力の  
わ  

連結のもとで，ペアの学習者による話の活動の集中実施と本格的大量経験さらにそれを踏まえて，  

わ 再話に向けた話の全面的・大量経験の環境が次のような過程で形作られる。  

わ  ① ペアの粛清動の集中実施，再話に向けた地ならし  
a）上記②a）「内容についての空所補充l＝「読み・聴いた文章中の空所を番いて補充」  

わ  

にならって，「読み・聴いた文章中の空所をペアの相手に話で補充」する。  

同じく上記③g）教師が「質問文各タイプを使って自問自答」するのに続けて学習者が  

リピートして練習することから入る。ゴヱニ豊実際の文章を使って大量莫施する。  

b）やはり上記②b）「ア卿拡大〒空所視充の拡大」にならって，「1語補  

わ      充から，文末限定で語句サイズの補充へ拡大」をペアの相手に話で補充。それによって  
「インターアクション（後述）を通じたアウトプットの確保」がなされる。そこで「イ  

ンターアクションによる意味交渉4）の各タイプの蓄積」がなされる：1）「聞き返し」2）  

「念押し」3）「わかったのシグナル」4）「わカ坤のシグナル」5）「～という意味  

立の形の言い換え」。づヱ竺実際の文章に空所を付けて大量に寒施する。  

わ    c）上記③「教師に妄抑の提示⊥にならって，ペアの相手と話で実施。ペア  
の一方が，教師から与えられた質問リスト（既習の文章についての）を黙読。次に1質  

問ずつ読み上げる。ペアの他方はこれに対して，対応する絵に付けられた文章を読んで，  

わ     相手の質問をプレクエスチョンとして考え，話で答える。与えられる質問リストには，  

4）言語習得の促進要因の一つ。   
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質問文の各タイプが網羅されている。   

d）情報ギャップ完成：エピソードについての既習・未習混在の文章のコピーを二つ作成。  

一方のコピーのある場所に空所，他方のコピーの別の場所に空所を設定。ゴアで相手か  

ら情報を得て空所を補充する。相手のコピーは見ないで実施。   

e）dの補充部分として，まず絵の下の文章の一部の文，次に一部から全部の文へと並太し  

て空所を補充。これは絵を用いた再話に向けた地なら七となる。  

わ  

（参 再話に向けた話の全面的・大量経験   

a）教師が絵を示してナラティブ。これになら？て学習者がペアの相手に実施。  

次に，一人の学習者がクラスの前で教師に実施。教師は相槌のモデルを示す。   

で，教師がモデル，学習者がペアで。相槌も実施。   

c）モデルなしで，学習者のペアのみで実施。  

7．漢字能力の「語彙上の圧倒的な有利さ」の発動：偉用語盛上の有利さ   

捌一   

先に，漢字能力の「語彙上の圧倒的な有利さ」について述べた。語彙には理解語彙（読んだり聴  

わ いたりして理解できる語彙）と使用語彙（作文や話に使える語彙）があるとされる。理解語彙のう  
ちのある部分が使用語彙として使われる。先述の「有利さ」では理解語桑について考えたことにな  

る。  

わわ  読解・聴解と話の連結の下での話を多様な形で，集中実施・本格的大量経験することを通して，  

が日本語読みで，日本語のやりとりの  

中で，上述の多様な形式の下で頻繁に使われることになる。この過程で使われる多くの語彙が，学  

習者の第一言語である中国語の下で使用語彙であった（当然ながら）漢字語である。   

通常，理解語彙の多くが使用語彙としては用いられていないとされる。つまり，使用語彙を第二  

言語で獲得するには，多くの使用機会とそのための時間を要する。非漢字圃の日本語学習者につい  

ても同様である。これと比べると，中国人学習者は上のような環境を経験することで「使用語最上  

の圧倒的な有利さ」を発動することが可能となる。   

この点でも，「螢三 
紳第二言  

語習得の大半部分を終了している」と言え，その終了部分を既有能力として活用し斬環  

境を形作ることが必要であることが示されている。   

これらの延長線上に，さらにそのエピソードを絵毎に作文していくことで書く能力が連結されて  

わ 発動される。読解・聴解能力連結の相（フェーズ）がその次の話の能力と作文能力連結の相（フェ  

ニ呈Lに展開することへと続いていくことになる。  

Ⅴ．結語   

本論は，言語習得・認知科学両研究成果の生態学的展開に基づく日本語教育の方法論について，   
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以下の諸点について明らかにした。  

第一に，言語習得・認知科学両研究成果の生態学的展開に基づく言語教育  

第二に，言語習得・ 認知科学両研究成果の生態学的展開に基づく日本語教育の方法論的特徴  

第三に，上記日本語教育の読解・聴解指導方法論   

今後の課題として，以上のような方法論に基づき，自然，人間生態学で明らかにされてきた「環  

境・人間両問題への対応」（Cf．Ⅰ．はじめに）の内容を，言語教育における内容教育contentbased  

instruCtionの対象として行なうための方法論の展開が必要とされる。  
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